
  
 
  
 
 
 
 

大災害に強い街づくり､いのち守る徳島病院存続 
 

2022 年度を目標に徳島病院（吉野川市）を東徳島医療センター（板野町）へ機能移転（事実上の徳島病院

廃止）する計画がマスコミ発表され 1 年が経とうとしています。「徳島病院を守る会」結成と同時スタートし

た署名は５４，６００筆・地元の吉野川市人口比の１．３倍となり、県内外から高い信頼を得ていることが証明

されました。この地元世論の高まりにより、県選出の全国会議員が署名に賛同し、吉野川市の周辺４市３町議会

で病院存続意見書が採択されました。2019 年 2 月から全県の地方議会に広げる行動を開始しています。 

徳島県議会は、2 月定例会に病院存続意見書提出を自民党県連幹事長が確約しており、県議会最終日（3/8）

には、県庁内で地元国会議員や県議に同席を要請し、国立病院機構要請と追加署名提出、記者会見等を成功させ、

世論を一気に高める計画を準備しています。 

要求で一致するあらゆる個人・団体と行動を共にすることで、病院統廃合を強行する勢力を追い詰めています。 

 

●地域住民から熱烈な支持を得る「徳島病院の存在価値」 
①  四国で唯一の筋ジス専門病院として、また、筋神経疾患・難病医療、リハビリ施設として高い評価を受け、患者は

県外からも集まってくる全国で有数の医療機関です。 

②  徳島病院に隣接する徳島県鴨島支援学校に通う生徒と家族にとって、徳島病院は不可欠な存在です。 

③  人工呼吸器を装着する筋ジス患者は移送するだけで命の危険にさらされることを専門医が指摘しています。 

④  2013 年度に 16 億円以上かけて新病棟を建設し 5 年しか経過していません。新築同然の新病棟を廃止し、その

後の計画案は全く示されていません。 

⑤  2014 年度、徳島県難病医療拠点病院に指定され、その役割はこれからも大いに期待されているところです。 

 

●徳島病院は黒字経営「雇用創出と経済波及効果は抜群と地元で高い評価」 
⑥  徳島病院の単年度の経常費用 31～34 億円は、経済波及効果・雇用創出効果などの貢献度として、地元自治体

から高く評価されています。 

⑦  不採算部門と言われる政策医療を担いながらも病院経営は、補助金なしの独立採算で黒字運営されています。

黒字病院を廃止するなど前代未聞のことです。※グラフ①～④参照 

 

●移転・統合計画は「防災・減災」の観点から見直すべき 
⑧  2014 年度、徳島県災害医療支援病院に指定され、その役割はこれからも大いに期待されているところです。 

 

⑨  ２０１８年は、豪雨土砂災害や地震による激

甚災害が続発しました。中央構造線活断層

による直下型地震、南海トラフ巨大地震と津

波、経験したことのない豪雨など、大規模災

害に対して、徳島県下で最も安全な場所に

立地する徳島病院を移転統合する計画は、

防災・減災などの「災害に強い街づくり」に逆

行するものです。 

 

⑩  移転先地域は、中央構造線活断層からの

距離が近く最大震度７が予測されています。

また、吉野川水系での洪水・浸水時の深さが

３～５メートルの予測が発表されています。大

規模災害時にその役割が果たせない可能性

があります。 

徳島病院は最大震度６強。洪水浸水予測

は０ｍです。 
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国立病院機構と徳島病院の経営分析データ 

 
 

国立病院機構（使用者）は徳島病院を移転統合する理由に「病院経営の悪化」を上げています。 

国立病院機構のホームページで公開されている決算書から長期借入金額の推移を調べてみました。 

グラフ③と④は、国立病院機構全体の長期借入金額と経営悪化で移転・統

合すると名指しされている徳島病院の長期借入金額の推移です。 
国立病院機構発足時 04 年度の長期借入金額を 100％とした場合、17 年度には国立病院機構全体

で 58％に減少させており頑張っています。もっと頑張っているのが徳島病院です。徳島病院は長期借

入金を 36％まで減少させ、機構全体を 22 ポイント上回っています。新病棟を６年前に建設したばか

りの徳島病院は経営的にも非常に優秀な結果を出しています。 

 

グラフ① 


